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宣光寺を見学中！→ 

見付地区を歩こう 

ふるさと歴史たんけん隊・見付歴史講座の合同企画 

見付地区文化財めぐり 
9 月 27 日（土）に市内の小学校５・６年生を対象に募集した「ふるさと歴史たんけ

ん隊」約 20 名と見付公民館が募集した「見付歴史講座」の約 20 名が見付地区内の建

造物を見学しました。世代の違う人達が楽しく文化財をめぐることを目的に、初めて

合同企画をしました。今回は特別に許可をいただき、栗田家の蔵の中や大久保家の敷

地内を見学させてもらいました。 

コース紹介 見学場所 ※赤字は指定文化財

見付公民館 ⇒①宣光寺 ⇒②栗田家土蔵群 ⇒③見付宿いこいの広場 脇本陣大三河屋門⇒ 

④大久保家 ⇒⑤旧見付学校 淡海国玉神社 磐田文庫）⇒ 見付公民館  

◆見付公民館に集合 

穏やかな秋晴れの下、全員が輪になって

ストレッチで体をほぐしました。 

 見付には、見付宿の奥に入るための横道

がいくつもあり、この道を「小路
しょうじ

」と言い

ます。小路の呼び方はその道の由来を示し

ています。 

 地蔵小路の名前の由来を話しながら、ま

ず宣光寺
せんこうじ

に向かいました。 

◆宣光寺 

宣光寺では延命
えんめい

地蔵
じぞ う

とも呼ばれている地蔵
じぞ う

菩薩
ぼさ つ

坐像
ざぞ う

（県指定文化財）や、徳川
とくがわ

家康
いえやす

の名

が刻まれた釣鐘
つりがね

（市指定文化財）を見学しま

した。この釣鐘は、戦国時代に戦死した多く

の武将のために、家康の信仰が厚かった地蔵

菩薩にその冥福
めいふく

を祈って家康が寄進したと

言われています。 

新 いわた
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栗田家のお蔵を見ました 

←旧見付学校前でハイ、チーズ！ 

大久保邸を見学しました

◆栗
くり

田家
た け

土蔵群
どぞう ぐ ん

栗田
くり た

煙草
たば こ

合資
ごう し

会社
がいしゃ

の 5 棟の土蔵は、明治初期

から昭和初期にかけて順次建設されました。 

 個人の煙草製造所として残った蔵は、煙草の

収納・乾燥に使われました。今回は１番最後に

造られた５号の蔵の2階へあがる階段や煙草の

収納棚を見学しました。 

◆見付宿いこいの広場・脇
わき

本陣
ほんじん

大三河屋門 

脇本陣は、大名や貴族のための宿泊施設です。

本陣につぐ有力な家が選ばれました。大三河屋

は一般旅館でしたが、文化 2 年（1805）に本陣

を補佐する脇本陣となりました。 

見付宿いこいの広場は、平成１９年に脇本陣門が移築され、整備されました。 

◆大久保家邸宅 

見付学校の西隣
にしどなり

に、淡
おう

海国
みく に

玉
たま

神社
じんじゃ

の神官
しんかん

を

務めた大久保家の邸宅
ていたく

があります。 

大久保家は磐田文庫を創立した大久保忠
ただ

尚
なお

、

見付学校建設に力を尽くした大久保忠
ただ

利
とし

、明

治維新
いし ん

で遠州報国隊
ほうこくたい

の中心となった大久保

春野
はる の

らを輩出
はいしゅつ

しました。 

母屋は、現在東側の入り口だけですが、本来

は南側（神官としての用途の入り口）と東側

の２か所に入り口がありました。 

◆旧見付学校・磐田文庫 

 職員の説明を聞き、旧見付学校のパンフ

レットを見ながら見学しました。 

明治 8 年に建築された、現存する日本最

古の木造擬洋風小学校校舎の前で、全員で

記念撮影をしました。 

 隣接する約 140 年前の私設図書館、磐田

文庫とともに国史跡となっており、現在は

教育資料などの展示を行っています。 

◆見付公民館に到着  

見付公民館との初の合同企画でしたが、参加された方々からは「世代交流のある市

内めぐりとなり、楽しく見付の町を歩くことが出来ました。」と言っていただきました。 

みなさんお疲れ様でした。 
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みんなに話したい「わたしの好きな文化財」（６） 

～匂坂中下
さぎさかなかしも

４遺跡～ 
第６回を担当する大村です。私が紹介するのは、磐田原台地の西縁部に位置する匂坂中下４遺

跡（市内匂坂中）です。この遺跡からは、およそ 1,800 年前の弥生時代と 2 万年前の旧石器時

代のムラの跡が発見されており、私は平成15・16年度に行われた発掘調査を担当しました。 

弥生時代のムラ 

弥生時代は日本列島で米作り

が行われるようになった時代で

す。市内でも、御殿・二之宮
ご て ん  に の み や

遺

跡（中泉・二之宮）や鎌田・鍬影
かまた  くわかげ

遺跡（鎌田）など、平野に営ま

れたムラ（集落）で稲作を行っ

ていたと推定されています。そ

れに対して、匂坂中下４遺跡は

台地の上につくられたムラです。なぜ、稲作に適してい

るとはいえない場所に住んだのか？敵からの防衛
ぼうえい

のた

め、米作り以外の生業
せいぎょう

のため、などの理由が考えられ

ていますが、このミステリーはまだ解決されていません。 

 発掘調査では、現在までに住居跡９軒、建物跡７軒の

ほか、集落の周囲を囲む可能性のある大溝などが発見さ

れています。 

旧石器時代のムラ 

旧石器時代はまだ土器の作られていない時代です。そ

のため、発見される遺構
いこう

・遺物
いぶつ

はほとんどが石に限られ

ます。火を受けて割れた石が一か所にかたまる「礫群
れきぐん

」、

大型の石が単独で置かれた「配
はい

石
せき

」、石器が一か所から

まとまって出土する「石器集中」などがあります。これ

らの石は通常の土の中には含まれていないことから、台

地下の天竜川の河原から運んだと考えられています。 

発掘調査では、現在までに礫群15基、配石８基、石

器集中５か所が発見されています。 

調査を振り返って 

発掘調査のほか、報告書の作成も担当し、何とか終わった訳ではありますが…。正直言っ

て楽しいことばかりではありませんでした。しかし、他の職員の協力・助言のほか、多くの

作業員の協力を受けることができ、大変感謝しています。貴重な経験をさせてもらった、自

分の中で大きなウェートを占める発掘調査であることは間違いありません。 

▲ 弥生時代の遺構を発見 

黄色の土の中に黒い土が入っている部分が遺構です。手前が
住居跡です。晴れた日には絶景を眺めることができました。

▲ 住居跡を掘り下げる 

▲ 礫群 

調理施設（バーベキューなど）の跡
と考えられます。
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地域史編さん室だより 『竜洋町史 通史編』予約注文の受付を開始しました

「竜洋町史」の最終巻である『竜洋町史 通史編』がまもなく完成します。完成に先

立ちまして予約注文を受付します。ぜひこの機会にお申し込みください。

予約注文書（チラシ）は市内図書館、磐田市埋蔵文化財センター、磐田市歴史文書館

（竜洋支所）等で配布しています。（問合せ：地域史編さん室 電話 0538（66）91１１）

コラム         訪問歴史教室              神谷 英雄 

 私の担当している仕事の中で「訪問歴史教

室」という仕事があります。小学生を対象に

本物の土器や石器を見たり、触れたりしなが

ら磐田の歴史を紹介する授業です。

口下手な私は、「子供たちは飽きずに聞い

てくれるだろうか」「時間内にうまくまとめ

られるだろうか」など子供たちの顔色を伺い、

途中で口がうまく回らなくなりつつ、毎回心

臓がドキドキしながらやっております。

しかし、先生としては素人ですが、子供た

ちに磐田の歴史をわかりやすく、面白く伝えられることができればと思って頑張って

おります。（私の話がきっかけで歴史が嫌いになったらどうしよう・・・）

合併して市内のいろいろな小学校を回りましたが、まだまだ行っていないところが

たくさんあります。市内すべての小学校でこの訪問歴史教室を利用していただきたい

と思っていますので、ぜひお気軽にご相談ください。

編集後記：新しく「暮らしの文化と民具」（価格：

200 円）が発売されました。この本には、旧豊田

町の特徴ある民具が掲載されています。購入を希

望される方は、埋蔵文化財センターまでお問い合

わせください。（や） 

発行：磐田市教育委員会文化財課 
(磐田市埋蔵文化財センター) 
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好評発売中の竜洋町史（資料編・民俗編） 

『竜洋町史 通史編』販売価格５，５００円

Ａ５判 全ページカラー

本編     ８００ページ

     別編（自然編）１００ページ

販売予定 平成 21年 3月

申込締切 平成 20年 12月末日

予約注文書に必要事項を記入の上、ハガキま

たはＦＡＸにてお申込みください。


